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は
じ
め
に
、
同
窓
会
香
蘭
会
前
会
長
田
中

久
也
様
の
御
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
田
中
前
会
長

は
四
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
会
長
職
を

務
め
ら
れ
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
常
に
母
校
の
こ
と
を
思
い
、
中
央
生
を

わ
が
子
わ
が
孫
の
ご
と
く
い
と
お
し
み
、
温

か
く
見
守
り
、
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

御
訃
報
に
接
し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
て
、
令

和
三
年
一
月
早
々
、
全
校
生
徒
で
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。
誠
に
寂
し
い
限
り
で
す
が
、
い

つ
も
入
学
式
の
度
に
く
だ
さ
っ
た
「
狭
き
門

よ
り
入
れ
」
の
お
言
葉
を
、
こ
れ
か
ら
も
中

央
生
た
ち
に
語
り
継
い
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

同
窓
会
香
蘭
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

多
大
な
る
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
三
月
、
七
十
三
回
生
が
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
の
受
験
生
活
で
し
た
が
、
学
年
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
初
志
貫
徹
」
の
通
り
、
初
の
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
突
破
し
、
国
公
立
大

学
一
三
〇
名
合
格
と
い
う
堂
々
と
し
た
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
は
大
き
な
行
事
も
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
部
活
動
の
試
合
や
大
会
も
中

止
や
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
令

和
の
中
央
生
た
ち
は
新
た
な
行
事
「
中
央
マ
ッ

チ
」
や
秋
の
文
化
祭
、
和
真
恵
学
堂
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の
予
餞
会
な
ど
、
大
き
な

行
事
を
成
功
さ
せ
、
中
央
高
校
の
新
境
地
を

切
り
拓
い
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
方
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
暢
達
の
気
性
を
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
理

解
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
香
蘭
会
の
ま
す
ま
す
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第37代校長
佐伯　裕子（高33）

　

同
窓
会
香
蘭
会
前
会
長
田
中
久
也
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
十
二
月
三
十
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
前
会
長
は
、

昭
和
五
十
三
年
に
就
任
し
て
以
来
、
四
十
三

年
の
長
き
に
わ
た
り
会
長
職
を
務
め
ら
れ
、

同
窓
会
な
ら
び
に
母
校
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

　

今
年
度
よ
り
田
中
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、

香
蘭
会
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
三
木
で

ご
ざ
い
ま
す
。
歴
代
会
長
の
志
を
継
ぎ
、
真

摯
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
三
月
一
日
、
福
岡
県
立
福
岡

中
央
高
等
学
校
七
十
三
回
生
と
し
て
、
男
子

一
二
七
名
・
女
子
二
二
四
名
合
わ
せ
て
三
五

一
名
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

世
界
中
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
困
難
な

状
況
下
に
お
け
る
卒
業
式
典
と
な
り
ま
し
た

が
、
晴
れ
や
か
な
前
途
に
寄
せ
る
期
待
は
少

し
も
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業

生
の
活
躍
に
万
感
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
困
難
な
社
会
状
況
に
も
拘
ら

ず
、
厳
し
い
受
験
に
打
ち
勝
ち
、
男
子
一
四

五
名
・
女
子
二
一
五
名
の
新
入
生
が
入
学
し

て
参
り
ま
し
た
。
県
下
有
数
の
伝
統
あ
る
進

学
校
と
し
て
、
年
々
高
い
進
学
実
績
を
誇
り
、

今
年
も
難
関
国
公
立
大
学
に
一
三
〇
名
も
の

合
格
者
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
困
難
に
負
け
な
い
建
学
以
来
の
校
訓
「
誠

意
・
仁
愛
・
努
力
」
の
賜
物
と
感
じ
入
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

日
も
早
い
終
息
を
心
よ
り
願
う
次
第
で
す
。

　

重
ね
て
同
窓
会
香
蘭
会
の
皆
様
方
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
私
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同窓会長
三木　和信（高10）

　卒業生の皆様におかれましては、日頃より同窓会香蘭会の活動に、ご理解ご協力をいただき誠に
ありがとうございます。
　さて皆様もご承知のように、新型コロナウイルス感染症は未だ世界中で猛威を振るっております。
新型コロナウイルス感染症に罹患された方、生活に多大な影響を受けられた方、ご家族・関係者の
皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
　また、医療機関や行政機関にて感染拡大防止にご尽力されている皆様に、深く感謝いたします。
　先の見えない事態に不安に過ごされていることと存じますが、必ずや訪れる平穏な日常を信じ、
ご健康と安全に気を付けてお過ごしいただきますよう、心よりお祈り申し上げます。
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田
中
久
也
前
会
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
二
年
十
二
月

三
十
日
に
八
十
七
歳
に
て
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
（
土
）
の
第

三
回
理
事
会
に
は
元
気
な
お
姿

で
ご
出
席
さ
れ
て
い
た
の
で
、

関
係
者
一
同
突
然
の
悲
報
に
大

変
驚
く
と
と
も
に
深
い
悲
し
み

で
い
っ
ぱ
い
で
す
…

　

四
十
三
年
近
く
の
長
き
に
渡

り
、
同
窓
会
の
た
め
そ
し
て
母

校
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲

び
つ
つ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
三
年
、
香
蘭
会
の
会
則
改
定

に
伴
い
卒
業
生
と
し
て
初
の
会
長
と
な
ら

れ
て
以
来
、
戦
後
の
学
校
、
同
窓
会
発
展

の
た
め
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
水
野
咲
子

会
長
が
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
任
に
、第
二
代
香
蘭
会
会
長
と
し
て
、

田
中
久
也
会
長
が
、
昭
和
五
十
三
年
六
月

六
日
の
総
会
で
承
認
さ
れ
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
田
中
会
長
は
、
昭
和
・
平
成
・
令
和

の
約
四
十
三
年
間
も
の
長
き
に
渡
り
、
父

母
教
師
会
と
協
力
し
て
学
校
の
施
設
・
設

備
の
充
実
を
は
じ
め
、
部
活
動
の
活
発
化

に
よ
る
学
校
全
体
の
活
性
化
に
も
尽
力
さ

れ
、
令
和
二
年
十
二
月
三
十
日
に
、
八
十

七
歳
に
て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
三
年
四
月
一
日
よ
り
、

第
三
代
香
蘭
会
会
長
に
、
三
木
和
信
会
長

（
高
十
回
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
中
央
高
等
学
校

古
き
を
訪
ね
今
を
知
る

芝蘭は人のいない谷間にあっても芳しい香りを放っていることから、君子は逆境に処して
もなお志を曲げることなく、節を高く持するのたとえ。『孔子家語』に収められているこ
の言葉が「香蘭会」の名の由来です。いかなる状況下においても自らの誇りをなくすこと
なく、しかも決して尊大ではなく…。そんな人間づくりを目指して名付けられたのです。

　

香
蘭
会
は
、
当
初
、
職
員
生
徒
の
修

養
親
睦
の
機
関
で
あ
り
、
内
容
も
至
っ

て
簡
単
な
も
の
で
し
た
。

　

香
蘭
会
の
名
称
は
、
第
二
代
津
田
清

長
校
長
（
明
治
三
十
三
年
五
月
～
明
治

四
十
一
年
三
月
）
が
命
名
さ
れ
、
組
織

の
内
容
は
何
度
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

名
称
は
変
わ
ら
ず
今
日
ま
で
使
い
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
一
年
十
一
月
一
日
に
同
窓

会
総
会
が
開
か
れ
、
同
窓
会
は
在
校
生

の
組
織
す
る
香
蘭
会
と
合
併
す
る
こ
と

を
決
議
し
ま
し
た
。
以
来
本
会
は
交
友

部
会
と
生
徒
部
会
の
二
部
会
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
卒
業
生
と
在
校
生
の
合
併

し
た
香
蘭
会
は
、
大
正
十
四
年
ま
で
続

き
ま
し
た
。

　

大
正
十
四
年
三
月
二
十
二
日
、
香
蘭

会
総
会
が
開
か
れ
た
折
、
従
来
の
会
則

が
改
正
さ
れ
卒
業
生
の
香
蘭
会
と
在
校

生
の
学
友
会
と
に
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
則
が
新
し
く
作
ら
れ
二
本
立
て
と

な
り
ま
し
た
。
香
蘭
会
は
、
校
長
を
会

長
と
し
、
教
職
員
か
ら
任
命
さ
れ
た
副

会
長
・
顧
問
・
理
事
、
同
窓
生
か
ら
選

ば
れ
た
常
任
幹
事
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
の
民
主
化
と
男
女
共
学
は
、
同

窓
会
香
蘭
会
に
も
変
化
を
招
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
の
常
任

理
事
会
で
会
則
が
改
正
さ
れ
、
卒
業
生

と
し
て
初
の
会
長
、
水
野
咲
子
会
長
が

誕
生
し
ま
し
た
。
同
窓
生
よ
り
副
会
長
・

理
事
、
相
談
役
と
し
て
校
長
・
教
職
員

い
つ
も
会
長
の
お
姿
が
あ
り
ま
し
た
…

田
中
久
也
会
長

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

温
故
知
新

香
蘭
会
の
変
遷
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に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
に
は
、「
福
岡
県
内
は

市
郡
全
部
に
支
部
を
置
く
こ
と
。
県
外

は
東
京
、
大
阪
、
佐
賀
、
大
分
等
三
〇

名
以
上
の
と
こ
ろ
に
支
部
を
置
く
こ
と
。

福
岡
市
内
は
小
学
校
区
別
分
会
を
置
く

こ
と
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
学
に
伴
っ
て
、
昭
和
二
十
七

年
以
降
、
男
子
会
員
が
入
会
す
る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
は
千

人
近
く
ま
で
達
し
た
こ
と
も
あ
り
、
香

蘭
会
理
事
会
に
初
の
男
子
理
事
二
名
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三

十
六
年
に
は
、
香
蘭
会
男
子
ク
ラ
ブ
が

設
立
さ
れ
、
八
月
に
開
か
れ
た
第
一
回

総
会
で
、田
中
久
也
幹
事
長
（
高
四
回
）、

藤
井
徳
夫
副
幹
事
長
（
高
十
一
回
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
講
堂
で
行
わ
れ
て
い
た
総
会
も

昭
和
五
十
四
年
か
ら
外
部
会
場
（
ホ
テ

ル
の
宴
会
場
を
使
用
）
に
移
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
立
食
形
式
で
酒
類

も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
男
子
会

員
の
出
席
も
多
く
な
り
、
男
子
ク
ラ
ブ

の
意
義
も
薄
れ
自
然
に
消
滅
し
ま
し
た
。

　

大
正
二
年
、
因
幡
町
時
代
に
卒
業
生

数
が
千
人
を
超
し
た
千
人
祝
を
記
念
し

て
、
香
蘭
亭
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
屋
建
て
十
五
坪
二
合
の
瀟
洒
な
日

本
造
り
で
、
付
属
の
庭
園
は
市
内
の
庭

師
桜
井
吉
蔵
氏
が
築
い
た
も
の
で
す
。

園
内
に
は
松
を
ま
ば
ら
に
植
え
込
み
、

油
山
産
の
花
崗
岩
の
古
び
た
大
石
を
中

心
に
、
数
個
の
石
を
お
も
し
ろ
く
配
置

し
た
中
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
と
い
わ

れ
る
一
基
の
灯
籠
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
旧
校
舎
と
縁
の
深
い
平
岡
良
助

氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
四
号
館
裏

の
庭
園
に
運
ば
れ
て
昔
の
苔
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

以
来
、
香
蘭
亭
は
卒
業
生
の
集
会
所

と
な
り
、
あ
る
い
は
在
校
生
の
作
法
場

と
し
て
長
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
八
年
平
尾
の
現
校
舎
に
移
転
す
る

際
に
払
い
下
げ
ら
れ
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
地
平
丘
町
（
現
在　

福
岡
市
中

央
区
平
尾
三
丁
目
二
十
番
五
七
号
）
へ

の
校
地
移
転
と
新
校
舎
の
第
四
期
工
事

中
、
第
六
代
大
森
実
校
長
に
よ
り
、『
香

蘭
会
館
』
建
築
の
発
案
が
さ
れ
、
翌
昭

和
四
年
糠
塚
卯
助
校
長
が
就
任
し
、
本

格
的
に
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
、
会

館
は
別
棟
と
す
る
予
定
で
し
た
が
、
敷

地
の
関
係
で
校
舎
と
接
続
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

香
蘭
会
館
広
間
の
欄
間
は
、
現
在
、

本
校
歴
史
資
料
室
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

　

昭
和
五
十
一
年
に
、
八
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
校
舎
全
面
改
築
等

が
、
父
母
教
師
会
及
び
同
窓
会
香
蘭
会

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
有
数
の
設
備
を
誇
る
芸
術
棟
が
、

正
面
玄
関
か
ら
一
番
離
れ
た
静
か
で
眺

め
の
良
い
場
所
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
階
に
、
入
口
は
格
子
戸
、
四

十
五
畳
敷
の
大
広
間
、四
畳
半
の
水
屋
、

六
畳
の
茶
室
を
有
す
る
和
作
法
室
（
香

蘭
亭
）
と
、
上
等
な
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

を
備
え
付
け
た
洋
作
法
室
が
あ
り
ま
す
。

洋
作
法
室
壁
に
は
、
元
本
校
美
術
教
諭

斎
藤
赤
心
先
生
が
描
か
れ
た
百
号
の
油

絵
及
び
旧
黒
田
藩
主
黒
田
長
成
氏
揮
毫

の
三
・
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
扁
額
『
温

良
恭
倹
譲
』
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
あ
っ
た
池
の
あ
る
香
蘭
亭
南

側
の
日
本
庭
園
に
、
昭
和
五
十
九
年
に

東
側
の
日
本
庭
園
が
造
園
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
庭
園
に
は
、
茶
道
を
行
う
時
に
使

う
待
合
い
及
び
つ
く
ば
い
も
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
香
蘭
亭
の
日
本
庭
園
は
同

窓
生
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
日
本
庭
園
を
有
す
る

県
立
高
校
は
数
少
な
い
で
し
ょ
う
。

注　

 

本
文
は
、
創
立
百
周
年
史
よ
り
抜

粋
い
た
し
ま
し
た

田中久也前会長　打ち明け話

当時の香蘭会総会は、弁当とお茶とお菓子が配ら
れるだけで、アルコール類は一切なし。男子会員
にとっては甚だ気合の入らない会だったので、男
子会員だけでも酒を酌み交わして親睦を深めよう
という趣旨から男子クラブを設立しました。

香
蘭
亭
の
歴
史

今は無き旧香蘭亭の正面玄関

キリシタン灯籠

新会館広間の床軸は外務大臣広田弘毅、大扁額は頭山満翁の揮毫

香蘭亭南側のつつじ 旧香蘭会館の庭園
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後 輩 の 活 躍
　大正７年10月から翌年にかけてスペイン風邪が大流行しました。本校の前身である福岡県立高等女学校でも、
寄宿舎の一時閉鎖や、学校が一週間休校になりました。今から100年以上前、まだ医療も情報も充実していない
時代から、幾多の困難を乗り越えて本校の歴史も作られてきました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により、卒業式や入学式をはじめとする学校行事の制限、緊急事態宣言下での
一斉休校など、学校運営に大きな変革を求められる事態となりました。
　生徒たちはリモート学習や分散登校を経て、現在でもマスクの着用や手指消毒、教室の換気などを行い、創意
工夫をしながら勉強や学校行事に取り組んでいます！

　令和２年度は、７月に開催予定され
ていた『体育大会』が中止になりました。
特に３年生は休校の影響で部活動の大
会もほとんど中止となり、きちんと締
めくくることが出来ませんでした。
　三密を回避しながら楽しめるスポー
ツイベントを体育の先生を中心として
クラスマッチの実施要領をベースに調
整が重ねられました。
　そして令和２年９月10日・11日に『中
央マッチ』が開催されました。
　競技は身体接触が少ないバレーボール、バドミン
トン、リレーの３種目をアスレチックの部、百人一
首、オセロ、ボッチャ、モルックの４種目をアカデ
ミックの部とし、これにゼッケンの部、小型バック
ボードの部を加えた４部門９種目で行われました。
　当日はテレビ局の取材もあり、大きく取り上げら
れました。
　久々の本格的な行事となった『中央マッチ』は、
生徒会を中心に感染対策を工夫しながらも楽しむこ
とができた、
これからの学
校行事の一つ
の姿となった
に違いありま
せん。

　令和２年度から水無月祭を改め、秋
に実施の文化祭になりました。新生徒
会が発足してすぐの行事だったため、
大変なことが多かったのではないかと
思います。また、全てのクラス企画や
出し物において感染症防止対策を第一
に考える必要がありました。そのよう
な状況下でも、生徒たちは様々なこと
に挑戦し楽しんでいました。第１学年
にとっては初めての、第２学年にとっ
ては最初で最後のクラス企画になりま
したが、試行錯誤しながら各クラス創意工夫を凝ら
し実施することができたと思います。クラス企画や
部活動・有志のステージを通して、他学年との交流
ができた点も良かったです。
　また、文化部についてもそれまで成果を発表する
機会が少なく、やっと生徒同士で披露することがで
きる貴重な機会でした。
　同日開催された校内スピーチコンテストについて
も、三密を避けるためzoomアプリを使用して教室
へのライブ配信
を行いました。
新しいカタチの
文化祭の良いス
タートを切るこ
とができました。

中
央
マ
ッ
チ

文

化

祭

令
和
二
年
度

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校

合
格
実
績

九
州
大
学	

九
州
工
業
大
学

福
岡
教
育
大
学	

北
九
州
市
立
大
学

福
岡
県
立
大
学	

福
岡
女
子
大
学

広
島
大
学	

山
口
大
学

熊
本
大
学	

佐
賀
大
学

長
崎
大
学	

宮
崎
大
学

鹿
児
島
大
学	

大
阪
府
立
大
学

京
都
府
立
大
学	

な
ど
　
　

福
岡
県
内
私
立
大
学

西
南
学
院
大
学
　
　
一
一
〇
名

福
岡
大
学
　
　
　
　
三
四
三
名

中
村
学
園
大
学
　
　
　
七
一
名	

な
ど
　
　

関
東
関
西
私
立
大
学

慶
応
義
塾
大
学	

津
田
塾
大
学

明
治
大
学	

中
央
大
学

立
教
大
学	

関
西
大
学	

な
ど
　
　

現役での国公立大学合格を
目指します！！

九州大学� 5 名
九州工業大学� 12 名
福岡教育大学� 7 名
福岡女子大学� 8 名

現役率
94.6％

国公立大学

130名　合格
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　女子の制服にスラックス
が 選 べ る よ う に な り ま し
た。校章の横２本線に由来
し、男子のシャツに入って
いる『ブラックツーライン』
が女子の中間服や夏服のブ
ラウスにも入るようになり
ました。
　伝統を守りつつ、時代の
ニーズに合わせ、変化して
いく制服の話でした！

　令和２年度の修学旅行は、多くの変
更を余儀なくされました。年度当初は、
ハワイと関東、二つの選択肢からコー
スを選ぶことになっていましたが、新
型コロナウイルスの影響で断念せざる
を得なくなりました。代替プランとし
て計画されたものは、山陰山陽をめぐ
るというものでしたが、これも10月に
は断念することとなりました。最終的
に１月にプランが決定し、３月19・20
日に実施されました。
　クラスごとにバスを２台チャーターし密を避け、
最大限の新型コロナウイルス対策を行いながら、何
とか実施することができました。
　１日目はグリーンランドを満喫しました。生徒は
日頃の勉強のストレスやコロナ疲れを吹き飛ばすか
のように、楽しんでいたようです。セキアヒルズで
はクラスメイトと宿泊し、満足している様子でした。
　２日目は、大牟田市動物園、柳川での川下りの後、
由緒ある「御花」でうなぎのせいろ蒸しを頂きまし
た。うなぎの美味しさで生徒は満面の笑顔になって
いました。水郷柳川の豊かな風情を感じた修学旅行
でした。

修
学
旅
行

　在校生より「今までの福岡中央で文化の香
り高く、品格に富み、３年間過ごされてきた
先輩方が、これから先の未来をきらびやかな
ものにしてほしい」という意味を込めて『絢
雅（しゅんか）』をテーマに、令和３年１月
19日、予餞会が開催されました。
　会場をこれまでの福岡市民会館から本校和
真恵学堂に移し、コロナ感染防止対策として、
１、２年生は各教室でオンラインでの視聴と
いう初の試みでの実施となりました。
　ステージでは、コーラス部、演劇部、有志
によるバンド演奏、書道部、箏曲部、ダンス部、吹奏楽
部による出し物の他、いくつものビデオ企画を盛り込ん
で、工夫した演出となりました。
　お世話になった後、本校を去られた先生方からのビデ
オメッセージや、現３学年の先生方による体を張った出
し物には、歓声が上がっていました！
　在校生は、「これまでの先輩方への感謝の気持ちと、こ
れ か ら の ご 活 躍
を 願 っ て 」 心 を
込 め て 送 り 出 す
こ と が で き た の
で は な い で し ょ
うか。

予

餞

会

令和２年度　部活動戦績　　　　　　　　　　　　　　
【運動部】
●バスケットボール部女子
　・福岡県高等学校バスケットボール新人大会　県大会出場
●ソフトテニス部男子
　・福岡県高等学校ソフトテニス新人大会　団体の部ベスト20	
●卓球部
　・福岡県高等学校卓球新人大会　女子シングルス出場
●水泳部
　・	福岡県高等学校新人選手権水泳競技大会兼全九州高等学校選手権新人水泳競技大会

標準記録突破（九州大会は中止）
●弓道部
　・	福岡県高等学校弓道競技新人大会　男子団体の部２位（九州大会は中止）・個人の

部出場
　・全国高等学校弓道選抜大会福岡県代表選考競技会　男子技能優秀選手
●柔道部
　・福岡県高等学校柔道新人大会　　女子団体の部出場
　・福岡県高等学校柔道選手権大会　女子個人の部県大会出場
●ソフトボール部
　・福岡県高等学校ソフトボール新人大会　ベスト８
●総合運動部
　・全日本高等学校体操競技選抜鯖江大会　女子個人総合52位（118人中）
　・全国高等学校体操競技選抜大会　　　　女子個人総合32位（69人中）
　・全国高等学校少林寺拳法選抜大会　　　出場
　・バトントワリング全国大会　　　　　　出場（動画配信のみで順位付けなし）
　・2020	Japan	Cup	バトントワリング全国大会（シニアバトントワリング選手権大会２位）

【文化部】
●文芸部
　・全九州高等学校総合文化祭熊本大会文芸部門　詩部門奨励賞
●書道部
　・福岡県高等学校総合文化祭書道部門　奨励賞・臨書
　・第29回国際高校生選抜書展
●放送部
　・福岡県高等学校総合文化祭放送コンテスト　アナウンス部門入選
●箏曲部
　・福岡県高等学校総合文化祭日本音楽部門　最優秀賞
●囲碁将棋部
　・福岡県高等学校総合文化祭　個人の部ベスト８
●ダンス部
　・九州ダンスドリル秋季競技大会　HIPHOP男女混成部門Small編成の部１位
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二
十
回
生
か
ら
、
同
窓
会
名
を
『
は
た
ち
の
会
』
と
名
付
け
、

い
つ
ま
で
も
若
く
美
し
く
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
の
年
を
想
い
出
に
残
る
も
の
に
し
た
い
と
、六
十
才
（
還
暦
）

は
、一
泊
旅
行
、六
十
五
才
は
、博
多
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、七
十
才
（
古

希
）
で
は
、
令
和
元
年
七
月
四
日
に
ヒ
ル
ト
ン
シ
ー
ホ
ー
ク
三
十

四
階
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
海
と
空
の

美
し
さ
に
感
激
！

　

講
演
を
、
同
級
生
で
も
あ
り
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
中
島

俊
介
氏
」
に
お
願
い
し
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
内
容
に
笑
い
に
包
ま
れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
話
が
減
っ
た

夫
婦
、
親
子
間
に
ヒ
ン
ト
に
な
る
話
も
多
く
、
早
速
実
践
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

は
る
か
先
に
あ
っ
た
〈
古
希
〉
を
迎
え
、
毎
年
開
催
し
て
い
た

会
を
隔
年
と
し
、
ゆ
っ
く
り
と
続
け
て
い
こ
う
と
誓
っ
て
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
十
一
月
三
日
、
始
め
に
久
し
ぶ
り
に
福
岡
中
央
高
校

へ
行
き
母
校
見
学
会
で
の
後
輩
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
に
感
激
し

て
、
そ
の
後
に
薬
院
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
に
て
盛
大
に
還
暦
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
の
香
蘭
会
総
会
の
当
番
幹

事
の
時
は
百
十
名
の
参
加
で
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
以
上
に
多
く

一
一
八
名
の
出
席
で
し
た
。

　

第
一
部
で
は
佐
伯
校
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
そ
の
後
の
D
V
D

上
映
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岩
崎
大
輔
君
・
中
巻
寛
子
さ
ん
の
声
楽
披
露
・

ク
ラ
ス
紹
介
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
第
二
部
は
、
お
楽

し
み
抽
選
会
で
同
級
生
有
志
か
ら
提

供
さ
れ
た
品
物
が
全
員
に
渡
り
、

あ
っ
と
言
う
間
の
三
時
間
半
で
し
た
。

　

今
回
、
同
級
生
の
住
所
確
認
作
業

か
ら
始
ま
り
、
中
心
と
な
っ
た
幹
事

数
名
と
先
輩
か
ら
の
資
料
、
当
日
皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
還
暦

同
窓
会
を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
今
回

記
念
に
作
成
し
た
赤
い
タ
オ
ル
を
首

に
巻
い
て
華
や
か
な
記
念
写
真
が
撮

れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
タ
オ
ル
に
プ

リ
ン
ト
し
た
「
出
会
い
に
感
謝
！
」

「
還
暦
か
ら
始
ま
る
夢
」
で
今
後
も

ラ
イ
ン
等
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
十

年
後
の
古
希
同
窓
会
で
の
再
会
を
約

束
し
ま
し
た
。

同
窓
会
香
蘭
会
役
員

（
令
和
３
年
度
）

会
　
　
長 

三
木　

和
信
（
高
10
）

相
談
役 

佐
伯　

裕
子
（
校
長
・
高
33
）

副
会
長 

川
口　

敬
介
（
高
24
）

 

金
井　

昌
平
（
高
26
）

 

安
部　

德
親
（
高
27
）

 

讃
井　

研
二
（
高
27
）

事
務
局
長 

梁
井　
　

浩
（
高
35
）

監
　
　
事 

占
部　

清
美
（
高
30
）

 

池
見　
　

繁
（
高
33
）

理
　
　
事 

髙
橋　

英
人
（
高
8
）

 

柴
田　

宏
昭
（
高
15
）

 

伴
野　
　

実
（
高
19
）

 

寶
満
千
佳
子
（
高
21
）

 

村
岡　

辰
一
（
高
23
）

 

山
本　

圭
介
（
高
25
）

 

藤
崎　

剛
一
（
高
28
）

 

古
藤　

和
久
（
高
29
）

 

金
子　

欣
嗣
（
高
34
）

 

楫　
　

真
弓
（
高
35
）

 

中
村　

典
子
（
高
37
）

 

山
崎　

武
志
（
高
40
）

 

行
徳　

忠
宏
（
高
43
）

参
　
　
与 

松
尾　

祥
子
（
副
校
長
）

 

秋
山　
　

譲
（
教
頭
・
高
37
）
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　田中久也香蘭会会長のご逝去に伴い、令和3年度より三木和信会長（高10）がご就任されました。
　令和2年3月31日をもちまして、藤井徳夫理事（高11）、金山和幸理事（高18）、今村美千代理事（高20）、今泉　清理事（高22）がご退任されました。
長きにわたり同窓会活動にご尽力いただき、誠にありがとうございました。感謝状と記念品を贈呈いたしました。
　前参与　三宅　洋教頭がご転任され、新参与	秋山　譲教頭（高37）がご就任されました。

上記開催はコロナ禍前におこなわれたものです。

令和２年度　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会　会務報告
令和３年４月１日作成

年月日 会　　　　　議 議　　　事　　　内　　　容

令和２年	 ４月	 ７日（火） 会計監査 令和元年度経常費会計、特別会計監査他
	 ４月	 10日（金） 第１回理事会　（正・副会長会議） 役員改選、会計報告、香蘭会総会について他
	 ７月	 18日（土） 第２回理事会 香蘭会総会、支部総会補助金、会報について他
	 12月	 12日（土） 第３回理事会 令和 3年度総会、卒業記念品について他
令和３年	 １月	 23日（土） 緊急理事会 田中久也会長ご逝去について、その他
	 ２月	 28日（日） 同窓会入会式 校内理事（OB職員）により実施

※	新型コロナウイルスの感染拡大により、香蘭会総会、各支部総会は中止いたしました。

『
古
希
同
窓
会
』（
高
20
回
生
）

『
還
暦
同
窓
会
』（
高
30
回
生
）

学校長

佐伯　裕子（高33）

教頭

秋山　譲（高37）

教諭／社会
吹奏楽部

梁井　浩（高35）

教諭／社会
パソコン・水泳部

石井真幸子（高37）

教諭／国語
美術・野球部

西内　久嗣（高39）

教諭／数学
演劇・柔道部

山崎　武志（高40）

同窓会事務局員

中江　智子（高40）

教諭／理科
写真・陸上競技部

尼崎　真貴（高52）

非常勤講師／地歴

山田　仁美（高65）

養護教諭

飯干　麻子（高40）

教諭／英語
ダンス部

林　花菜恵（高67）

教諭／地歴
生徒会

北里　光（高63）

教諭／地歴
野球部

野田　貴志（高55）

本
校
に
勤
務
す
る

本
校
に
勤
務
す
る
O
B
O
B
職
員
職
員

（
令
和

（
令
和
33
年
度
）

年
度
）
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令和２年度　同窓会香蘭会経常費会計　決算報告書
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（B-A） 説　　　　　明

前年度繰越額 3,847,809	 3,847,809	 0
会 費 6,426,000	 6,416,300	 △9,700 	@500円×8,611名＋＠600×3,518名（延人数）
入 会 金 1,735,000	 1,735,000	 0
終 身 会 費 1,735,000	 1,735,000	 0
雑 収 入 191	 60	 △131 預金利息
合 計 13,744,000	 13,734,169	 △9,831

支出の部	 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

会 議 費 300,000 22,335 277,665 理事会経費等
総 会 費 2,000,000 61,630 1,938,370 総会中止案内はがき代・幹事通信費
慶 弔 費 200,000 176,998 23,002 弔電・香典・生花代・転出者記念品料
渉 外 費 200,000 0 200,000
旅 費 500,000 0 500,000
事 務 局 費 1,600,000 1,521,681 78,319 事務手当、消耗品費等
情 報 通 信 費 600,000 440,479 159,521 電話代、ＨＰ運営費、切手代等
振 興 費 1,200,000 427,467 772,533 関東・近畿・筑後・佐賀支部総会補助金
母 校 後 援 費 1,500,000 1,220,077 279,923 生徒会部活動補助、卒業記念品代等
維 持 管 理 費 300,000 62,080 237,920 パソコン修理他
繰 出 金 600,000 600,000 0 教育振興会補助金
周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 0 周年行事積立金
名簿・会報管理積立金 500,000 500,000 0 名簿・会報管理積立金
予 備 費 3,244,000 2,067,293 1,176,707 事務局だより・転出者記念品料（R元年度分）
合 計 13,744,000 8,100,040 5,643,960

（収入額）13,734,169円　－　（支出額）8,100,040円　＝　（差引残額）5,634,129円
残額の5,634,129円は翌年度へ繰り越します。

令和２年度　同窓会香蘭会周年行事積立金会計　決算報告書
	 （単位：円）
収入科目 前年度末残高（A） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（B-A） 説　　　　　明

前年度繰越額 1,000,000 2,000,085 1,000,085
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 経常費会計より
定期預金利息 85 170 85
合 計 2,000,085 3,000,255 1,000,170

残高の　3,000,255	円　は次年度へ繰り越します。

令和２年度　同窓会香蘭会名簿・会報管理会計　決算報告書
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（B-A） 説　　　　　明

前年度繰越額 1,452,045 1,452,045 0
名簿売り上げ金 0 10,300 10,300
積 立 金 500,000 500,000 0
雑 収 入 955 12 △943 預金利息
合 計 1,953,000 1,962,357 9,357

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

会員情報管理費 0 0 0
香 蘭 会 報 費 0 0 0
通 信 費 4,000 2,468 1,532 郵送代・切手代
予 備 費 1,949,000 0 1,949,000
合 計 1,953,000 2,468 1,950,532

（収入額）1,962,357円　－　（支出額）2,468円　＝　（差引残額）1,959,889円
　　　残額の1,959,889円は次年度へ繰り越します。

令和２年度　同窓会香蘭会賛助金会計　決算報告書
収入の部 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（B-A） 説　　　　　明

前年度繰越額 11,228,373 11,228,373 0
寄 付 金 4,285,715 1,288,572 △2,997,143
雑 収 入 912 104 △808 預金利息
合 計 15,515,000 12,517,049 △2,997,951

支出の部 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

母校教育環境支援費 0 0 0
母校部活動支援費 100,000 30,000 70,000 全国大会出場部活動激励費
同窓会支援費 3,049,143 21,873 3,027,270
予 備 費 12,365,857 0 12,365,857
合 計 15,515,000 51,873 15,463,127

（収入額）12,517,049円　－　（支出額）51,873円　＝　（差引残額）12,465,176円
　　　残額の12,465,176円は次年度へ繰り越します。

上記のとおり報告します。
令和2年4月7日　　令和2年度　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会会長　三木　和信

監査の結果、適正に処理されており、上記のとおり相違ないことを認めます。
監事　　占部　清美　　
監事　　池見　　繁　　

令和３年度　同窓会香蘭会経常費会計　予算書（案）
収入の部	 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

前年度繰越額 5,634,129 3,847,809 1,786,320
会 費 6,402,000 6,426,000 △24,000 ＠500円×1,067人×12月
入 会 金 1,755,000 1,735,000 20,000 ＠5,000円×351人＝1,755,000円
終 身 会 費 1,755,000 1,735,000 20,000 ＠5,000円×351人＝1,755,000円
雑 収 入 871 191 680 預金利息
合 計 15,547,000 13,744,000 1,803,000

支出の部	 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

会 議 費 300,000 300,000 0 理事会経費等
総 会 費 100,000 2,000,000 △1,900,000 令和3年度香蘭会	総会中止のため
慶 弔 費 200,000 200,000 0 香典・弔電、転出者記念品料
渉 外 費 200,000 200,000 0 支部総会祝儀、卒業祝賀会費
旅 費 500,000 500,000 0 支部総会出席旅費、幹事補佐旅費補助等
事 務 局 費 1,600,000 1,600,000 0 消耗品費、事務局員手当等
情 報 通 信 費 600,000 600,000 0 電話代、ＨＰ運営費
振 興 費 1,200,000 1,200,000 0 各支部総会・ゴルフ会補助
母 校 後 援 費 1,500,000 1,500,000 0 生徒会部活動補助、卒業記念品代等
維 持 管 理 費 300,000 300,000 0 歴史資料室他母校施設設備修繕費等
繰 出 金 600,000 600,000 0 教育振興会補助金
周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 0 周年行事積立金
名簿・会報管理積立金 500,000 500,000 0
予 備 費 6,947,000 3,244,000 3,703,000
合 計 15,547,000 13,744,000 1,803,000

令和３年度　同窓会香蘭会名簿・香蘭会報会計　予算書（案）
収入の部	 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

前年度繰越額 1,959,889 1,452,045 507,844
名簿売り上げ金 0 0 0
積 立 金 500,000 500,000 0 経常費会計より
雑 収 入 111 955 △844 預金利息
合 計 2,460,000 1,953,000 507,000

支出の部	 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

会員情報管理費 0 0 0
香 蘭 会 報 費 0 0 0
通 信 費 4,000 4,000 0 郵送代・切手代
予 備 費 2,456,000 1,949,000 507,000
合 計 2,460,000 1,953,000 507,000

令和３年度　同窓会香蘭会賛助金会計　予算書（案）
収入の部	 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

前年度繰越額 12,465,176 11,228,373 1,236,803
寄 付 金 3,600,000 4,285,715 △685,715
雑 収 入 824 912 △88 預金利息
合 計 16,066,000 15,515,000 551,000

支出の部	 （単位：円）
支出科目 本年度予算額（Ａ） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

母校教育環境支援費 0 0 0
母校部活動支援費 100,000 100,000 0 全国大会出場部活動激励費等
同窓会支援費 3,100,000 3,049,143 50,857 会報制作費用（寄付金による独立採算制）
予 備 費 12,866,000 12,365,857 500,143
合 計 16,066,000 15,515,000 551,000

　　　　上記のとおり提案します。
　　　　　　　　令和3年4月7日
　　　　　　　　福岡県立福岡中央高等学校同窓会香蘭会会長　三木　和信

令和３年度　同窓会香蘭会周年行事積立金会計　予算書（案）
	 （単位：円）
収入科目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（Ｂ） 比較増減額	（A-B） 説　　　　　明

前年度繰越額 3,000,255 2,000,085 1,000,170
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 経常費会計より
定期預金利息 85 170 △85
合 計 4,000,340 3,000,255 1,000,085
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　創立122周年香蘭会総会の中止を事務局だよりでお知らせしてから既に1年が過ぎましたが、未だ新型
コロナウィルスの感染拡大が収まらない状況を踏まえ協議を重ねました結果、香蘭会会員の皆様の健康・
安全を第一に考慮いたしまして、令和３年７月３日（土）にホテルニューオータニ博多で開催が予定され
ておりました『創立123周年香蘭会総会』の中止を決定いたしました。
　開催を楽しみにされていた皆様、開催に向けご準備をされていた皆様には多大なご迷惑をおかけいたし
ますが、感染の拡大を収束するべく、このような判断とさせていただきました。何卒ご理解を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　新型コロナウィルスが１日も早く終息し、皆様が元気なお姿で再会出来ますことを心より祈念いたして
おります。

同窓会香蘭会
ホームページ

http://www.kourankai.jp/
Yahoo、Googleからは「香蘭会」で検索できます

kourankai_info@yahoo.co.jp
担当理事　中村典子　事務局員　中江智子

携帯電話は
　こちらから！！
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。
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賜
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『創立123周年香蘭会総会』の中止について

事
務
局
よ
り

■ご連絡先
福岡県立福岡中央高等学校
　　　　　　　　同窓会香蘭会事務局

〒810−0014　福岡市中央区平尾3−20−57
TEL 092−521−7870　FAX 092−791−2811

　今年より経費削減の観点から同一住所
同一電話番号の世帯へは一通とさせてい
ただいております。
　ただし、賛助金の振込用紙は人数分同
封させていただいております。
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よ
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関 東 支 部 総 会 今年度は中止いたします

近 畿 支 部 総 会 今年度は中止いたします	

佐 賀 支 部 総 会 今年度は中止いたします	

筑 後 支 部 総 会 今年度は中止いたします	

春の同窓ゴルフ会 令和３年４月29日（祝）は、中止いたしました

秋の同窓ゴルフ会 令和３年11月３日（祝）　芥屋ゴルフ場

　今後の予定につきましては、新型コロナウィルス感染症の状況
を見ながら検討してまいります。ホームページ等でご確認ください。

支部総会・同窓ゴルフ会の開催について 　

会
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お
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て
は
日
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よ
り
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す
。
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・
部
活

動
お
よ
び
同
窓
会
の
本
部
・
支
部
へ
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り
香
蘭
会
会

報
を
全
会
員
の
皆
様
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
会
報
の
制
作
、
発
送
に
か
か
る

費
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
賛
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
封
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
香
蘭
会
賛
助
金
振
込
用
紙
に
て
、

一
口
２
、０
０
０
円
で
す
が
、
多
く
の
口
数
で
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
同
窓

生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

香
蘭
会
賛
助
金　

一
口
２
、０
０
０
円

※ 

振
替
用
紙
に
て
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。

香
蘭
会
会
員
の
皆
様
へ
　
香
蘭
会
賛
助
金
ご
協
力
の
お
願
い

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校
　
同
窓
会
香
蘭
会
会
長
　
三
　
木
　
和
　
信


